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ール、0.2% 塩化ベンザルコニウム、0.5% ポビドンヨード、1% クロルヘキシジン、1% クロル
ヘキシジンエタノールの⼿指消毒剤とオゾン⽔(4ppm)の⾓化細胞への傷害性を検討した。ヒト
3 次元培養表⽪モデルとしては LabCyteTM EPI-MODEL(J-TEC, ⽇本)を⽤い、2 週間培養モデル
(2w-model)と 1 週間培養モデル(1w-model)の 2 種類で検討を⾏った。2w-model では試験前に 13
⽇間培養を⾏い、ヒト表⽪組織に類似した⾓質層（SC）を有し、1w-model では試験前に 6 ⽇間




結果：各試験製剤を 2w-model、1w-model の⾓化細胞に曝露させた結果、SEM 観察では SC 表⾯
に不整な変化と⼩孔の形成が認められた。H&E 染⾊では⾓化細胞に濃縮した核を有する細胞お
よび核周囲の空胞化した細胞が認められた。培養上清中には IL-1aが検出された。各⼿指消毒剤
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